
リスク説明書

第1.0版　制定日・適用開始日：2026年10月8日

提供者：株式会社シグナルタイフーン（以下「当社」といいます。）

重要

ATS を利用した自動売買には、元本割れおよび預託した証拠金を上回る損失が生じる可能性がありま

す。ATS の利用または自動売買により利益が得られること、損失が一定範囲に限定されること、あるいは注

文が意図した価格・時刻に執行されることは保証されません。

第 1 条（本書の目的および適用）

1 本書は、当社が提供するATSおよびATSを通じた自動売買の利用に伴う主要なリスクを、利用者が

利用開始前に理解できるよう説明するものです。

2 本書は、接続先の証券会社、FX会社、暗号資産交換業者その他の金融機関等が交付する契約締結前

交付書面、重要事項説明書、取引約款および取引ルールを代替するものではありません。利用者

は、ATS固有のリスクと対象商品固有のリスクの双方を確認する必要があります。

3 本書に記載するリスクは主要なものであり、ATSまたは対象商品に関するリスクのすべてを網羅する

ものではありません。利用者は、自らの資力、投資経験、知識、取引目的および許容できる損失額を

踏まえて利用の可否を判断してください。

4 本サービスが対応する金融機関等および対象商品は、本サービスの画面に表示します。各金融機関等

が交付する契約締結前交付書面その他の書面は、当該金融機関等のWebサイト等で必ずご確認くだ

さい。

第 2 条（ATS の仕組みおよび取引関係）

1 取引口座は利用者本人の名義で金融機関等に開設され、当該口座に係る取引契約、預託資産、注文お

よび約定は、利用者と当該金融機関等との間に存在します。

2 ATSは、利用者が選択し、または設定した取引戦略および取引条件に従って注文データを生成し、利

用者が接続した金融機関等のAPIへ送信するシステムです。注文の受付、拒否、執行、約定、訂正、

取消し、ロスカットその他の取引処理は、金融機関等の規約、取引ルールおよびシステムに従いま

す。
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3 当社は、原則として利用者の取引資金または預託資産を受領・保管せず、ATSのシステム提供者とし

てサービスを提供します。金融機関等の注文・約定記録が、最終的な取引記録となります。

4 ATSが提供する戦略作成支援、AIによる出力、分析、バックテスト、ランキング、テンプレートその

他の情報は、利用者による設定および判断を支援するためのものであり、特定の取引を推奨し、利益

を保証し、または利用者に代わって投資判断を行うものではありません。利用者は、自らの判断と責

任で戦略の採否および取引条件を決定します。

第 3 条（価格変動および元本割れのリスク）

1 外国為替相場、暗号資産価格その他の市場価格は、経済指標、金融政策、政治・社会情勢、需給、規

制変更、災害その他さまざまな要因により変動します。相場の方向が利用者の建玉と反対に動いた場

合、損失が生じます。

2 ATSの利用および自動売買による利益、収益率、元本の維持または損失額の上限は保証されません。

短期間に大きな損失が生じるほか、対象商品によっては預託した金額を上回る損失が生じ、追加の支

払義務を負う可能性があります。

3 市場の閉鎖、取引時間外、重要な経済指標の公表、週末・祝日、突発的な事象等により価格が連続せ

ずに変動した場合、利用者が設定した損切り価格を超えて約定し、想定を上回る損失が生じることが

あります。

第 4 条（レバレッジ、証拠金およびロスカットのリスク）

1 FX取引その他の証拠金取引では、預託した証拠金に比して大きな金額の取引を行うため、価格の小

さな変動でも損益が大きく変動します。利用者は、接続先金融機関等が定める必要証拠金、証拠金維

持率、追加証拠金および不足金の取扱いを確認する必要があります。

2 金融機関等がロスカット制度を設けている場合でも、相場の急変、スプレッドの拡大、流動性低下、

通信遅延またはシステム障害等により、ロスカット水準で決済されるとは限りません。その結果、預

託証拠金を上回る損失が生じる可能性があります。

3 ATS上の最大建玉、最大損失、損切りその他のリスク制限は、損失を抑制するための設定であり、損

失を確実に限定するものではありません。ATS上の表示と金融機関等の口座状況に差異がある場合、

利用者は金融機関等の画面および通知を優先して確認してください。
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第 5 条（流動性、スプレッドおよびスリッページのリスク）

1 市場の取引量が少ない場合、相場が急変した場合または金融機関等が価格配信を停止・制限した場

合、注文が成立しない、成立まで時間を要する、あるいは一部のみ約定する可能性があります。

2 売値と買値の差であるスプレッドは、市場状況その他の事情により拡大することがあります。スプ

レッド、取引手数料、スワップポイント、資金調達費用その他のコストは取引成績を悪化させ、取引

回数が多いほど累積する可能性があります。

3 注文時または戦略計算時に参照した価格と実際の約定価格との間には、価格変動および通信・処理時

間による差（スリッページ）が生じることがあります。スリッページは利用者に有利にも不利にも生

じ、指値、逆指値、利食いまたは損切りを設定しても、指定価格での約定は保証されません。

第 6 条（注文送信および約定のリスク）

1 ATSから注文データが送信されても、金融機関等による受付または約定は保証されません。証拠金不

足、取引上限、価格変動、休場、API制限、通信遅延、タイムアウトその他の理由により、注文が拒

否、遅延、重複、部分約定または未約定となることがあります。

2 注文の送信後に利用者が設定を変更し、戦略を停止し、または取消操作を行った場合でも、処理時点

によっては当該注文を取り消せず、変更前の条件で約定することがあります。注文の受付状態と約定

状態が一時的に一致しない場合もあります。

3 通信断または応答不明が生じた場合、ATSによる再送、状態照会または再同期の過程で、注文結果の

表示に遅延または不一致が生じる可能性があります。利用者は金融機関等の画面で注文、約定、建玉

および残高を確認し、必要に応じて金融機関等へ直接連絡してください。

第 7 条（自動売買および利用者設定のリスク）

1 自動売買は、利用者が画面を操作していない間も、利用者が選択し、または設定した銘柄、時間軸、

売買条件、数量、利食い・損切りその他の条件に従って注文を反復することがあります。設定の誤り

または利用者の意図との不一致により、取引回数、建玉または損失が短時間に累積する可能性があり

ます。

2 複数の戦略が同一の銘柄または口座で同時に稼働する場合、相互に反対の注文が行われ、手数料等が

増加し、またはリスクが特定の商品・方向に集中することがあります。利用者は口座全体の建玉とリ

スクを確認する必要があります。
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3 利用者は、本番稼働前および設定変更後に、対象口座、商品、売買方向、注文数量、最大建玉、損切

りその他の条件を確認し、稼働中も注文、約定、建玉、損益および証拠金を継続的に監視する必要が

あります。通知機能は利用者自身による監視を代替するものではありません。

第 8 条（AI、モデルおよびバックテストのリスク）

1 AIが生成または提案する条件、文章、指標、戦略、ランキングその他の出力には、誤り、不完全性、

偏りまたは利用者の意図との不一致が含まれる可能性があります。出力内容およびその根拠が常に正

確、最新または完全であることは保証されません。

2 バックテスト、シミュレーションおよび過去の運用成績は、将来の成果を示し、または保証するもの

ではありません。データの欠落・誤り、対象期間、手数料・スプレッド・スリッページの仮定、過剰

最適化、将来情報の混入または市場構造の変化により、本番成績が表示結果と大きく異なることがあ

ります。

3 市場環境の変化、モデルの劣化またはデータ特性の変化により、過去に有効であった戦略が有効でな

くなる可能性があります。利用者はAIまたは自動生成された戦略を無条件に採用せず、内容とリス

クを確認して採否を判断してください。

第 9 条（システム、通信および外部サービスのリスク）

1 利用者の端末・通信環境、ATS、クラウド基盤、価格・市場データ配信、API接続基盤、金融機関等

のシステムその他の外部サービスに障害、保守、容量不足、遅延、仕様変更またはサービス停止が生

じた場合、ログイン、表示、戦略計算、注文送信、取消し、監視、通知、停止、再同期または復旧が

できないことがあります。

2 価格・口座・注文・約定等のデータに遅延、欠落、重複または誤りがある場合、ATSが意図しない条

件で注文データを生成し、または実際の口座状態と異なる情報を表示する可能性があります。

3 保守、障害、セキュリティ上の問題、金融機関等の要請その他必要な場合、当社または金融機関等

は、事前の通知なく自動売買、API接続、注文送信その他の機能の全部または一部を停止・制限する

ことがあります。緊急時には、利用者が金融機関等の画面または窓口を通じて直接対応する必要があ

ります。
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第 10 条（API 接続および認証情報のリスク）

1 APIキー、APIシークレット、トークンその他の認証情報が第三者に漏えいし、または不正に利用さ

れた場合、利用者が意図しない口座照会、注文、取消しその他の操作が行われ、損害が生じる可能性

があります。

2 金融機関等によるAPI仕様、権限、利用上限、認証方式または有効期限の変更により、情報取得また

は注文送信が停止・制限される場合があります。API接続試験の成功は、将来にわたる接続および注

文執行を保証するものではありません。

3 利用者は、本サービス専用かつ必要最小限の権限を持つ認証情報を使用し、第三者と共有せず、異常

を認識した場合は直ちに自動売買を停止し、金融機関等側で認証情報を失効させ、当社および金融機

関等へ連絡してください。

第 11 条（停止、解約およびサービス終了時のリスク）

1 戦略の停止、ログアウト、API接続の解除、認証情報の失効またはATSの解約を行っても、送信済み

注文の取消しまたは保有建玉の決済が直ちに完了するとは限りません。停止等の後も未約定注文また

は建玉が残り、損益が変動する可能性があります。

2 停止操作の種類によって、新規注文、未約定の決済注文および保有建玉の取扱いが異なる場合があり

ます。利用者は、停止操作の確認画面に表示される効果を確認し、操作後に金融機関等の画面で注文

および建玉の状態を確認してください。

3 サービスの一時停止または終了時には、利用者自身が金融機関等の画面で未約定注文、建玉および認

証情報を確認し、必要な取消し、決済または失効の手続きを行う必要があります。

第 12 条（対象商品および制度固有のリスク）

1 FX取引では、通貨価格、金利差調整額（スワップポイント）、流動性、証拠金、ロスカット、追加

証拠金、取引時間その他の商品固有のリスクがあります。暗号資産取引では、価格変動、流動性、発

行者・ネットワーク、ハードフォーク、取引停止、規制変更その他の商品固有のリスクがあります。

2 法令、規制、税制、会計上の取扱い、金融機関等の規約またはAPI仕様は変更される可能性があり、

その結果、対象商品、戦略、取引条件、費用またはATSの一部機能が変更・停止される場合があり

ます。税務上の取扱いは利用者の状況により異なるため、必要に応じて専門家へ確認してください。
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3 接続先金融機関等の信用状況、事業継続、システムまたは取引制限に関するリスクは、当該金融機関

等との取引関係に基づき利用者が負担します。利用者は、金融機関等が提供する最新の書面および告

知を確認してください。

第 13 条（利用者による確認およびリスク管理）

1 利用者は、自動売買を開始する前に、対象口座、対象商品、売買条件、注文数量、利食い・損切り、

最大建玉、最大損失その他の設定内容と、口座の残高・証拠金余力を確認してください。

2 利用者は、稼働中および停止操作後に、ATSと金融機関等の双方で、注文、約定、建玉、損益、証拠

金、接続状態および通知を確認してください。表示の不一致、異常注文、認証情報の漏えいその他の

異常を認識した場合は、自動売買を停止し、金融機関等側で必要な操作を行ってください。

3 利用者は、生活に必要な資金、借入金その他失うことのできない資金を取引に使用せず、過大なレバ

レッジまたは取引数量を避け、自ら許容できる損失の範囲内で利用してください。

第 14 条（非保証および責任範囲）

1 当社は、ATS、戦略、AI出力、バックテストまたは自動売買に関して、特定の投資成果、収益、損失

回避、完全性、正確性、継続的稼働または特定目的への適合性を保証しません。

2 当社の責任範囲は、ATS利用規約その他の関連文書および適用法令に従います。ただし、当社の故意

または重過失による責任その他法令上制限できない責任を一律に免除するものではありません。

3 金融機関等による注文受付、執行、約定、ロスカット、取引停止その他の処理、および利用者と金融

機関等との契約に基づく事項は、当該金融機関等の規約および適用法令に従います。

第 15 条（交付、確認および改定）

1 本書は、利用登録時または対象商品・金融機関等との初回接続時に、利用者が閲覧および保存できる

方法で電子交付し、自動売買の開始前確認画面から再表示できる状態に置きます。

2 利用者が自動売買を開始する際は、本書、ATS利用規約、API接続・認証情報取扱規約および自動売

買利用同意書の最新版を確認できる導線を設け、自動売買利用同意書について明示的な同意を取得し

ます。

3 対象商品、注文・停止仕様、API権限その他利用者のリスクに重要な影響を与える変更を行う場合、

当社は変更内容および適用日を通知し、法令または変更内容に応じて改めて確認または同意を求めま

す。
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第 16 条（問い合わせ窓口）

ATSの利用、注文表示、API接続または本書に関する問い合わせは、当社所定の窓口で受け付けます。

実際の注文・約定、証拠金、ロスカットまたは口座取引に関する問い合わせは、接続先金融機関等の窓

口へ直接行ってください。

問い合わせ窓口：株式会社シグナルタイフーン 

ATS サポート窓口／所在地：〒107-0052　東京都港区赤坂 2-14-11／電子メール：ats-

support@signal-typhoon.jp／受付時間：土日祝日を除く 10 時～17 時／緊急時（API 認証情報の

漏えい・異常注文等）：ats-support@signal-typhoon.jp／050-1724-2168

以上
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